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全
自
動
化
「食
の
中
心
」自
負

「顧客の細かな要望に応えて
生産していきたい」 と言吾る脳ｒ
房誌生長 （岡山市ゴヒ区のフジワ房誌生長 （岡山市ゴヒ
ラテクノアートでり

古
く
か
ら
日
本
の
食
文
化
に
欠
か
せ

な
い
、
し
ょ
う
ゆ
・
み
そ
、ー清
酒
、
焼

酎
ー
ー
。
醸
造
ｏ食
品
機
械
の
設
計
・

製
造
を
手
が
け
る
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア

ー
ト

（岡
山
市
北
区
），
は
、
１
９
８
０

年
に
こ
れ
ら
発
酵
食
品
に
欠
か
せ
な
い

麹
づ
く
り
の
全
自
動
化
に
成
功
し
、

郵
戴
機
械
の
最
大
手
に
成
長
し
た
ｏ

　

従
来
、
職
人
の
経
験
や
勘
に
頼
っ
て

き
た
麹
づ
く
り
。
同
社
は
親
方
か
ら
弟

子
へ
と
伝
承
し
て
き
た
技
術
を
聞
き
取

り
、
機
械
化
に
挑
ん
で
き
た
。
原
料
の

コ
メ
や
大
豆
を
蒸
し
、
適
温
で
寝
か
せ

製麹機械

で
高
品
質
な
麹
の
大
量
生
産
が
可
能
に

　

者
だ
っ
た
夫
の
急
逝
で
５
代
目
の
社
長

な
っ
た
。
、

　　　　　　　　　　

と
な
っ
た
。「
経
営
は
素
人
だ
っ
た
」と

　

国
内
産
の
約
８０
％
を
占
め
、
店
頭
に

　

い
い
、古
く
か
ら
の
社
員
や
顧
客
の
支

並
ぶ
調
味
料
や
酒
類
の
多
く
に
関
わ

　

え
で
乗
り
越
え
て
き
た
と
振
り
返
る
。

て
麹
菌
を
培
養
。
一連
の
作
業
を
コ
ン

　

る
。
藤
原
恵
子
社
長
（６５
）は
「日
本
の

　　

生
産
規
模
や
作
業
環
境
の
違
い
に
応

ピ
ュ
ー
タ
ー
で
制
御
で
き
る
よ
う
に
し

　

食
文
化
の
中
心
を
担
っ
て
い
る
と
い
う

　

じ
た
調
整
が
必
要
で
、
製
麹
機
械
を
含

た
現
在
は
、
四
季
の
気
温
変
化
に
か
か

　

自
負
、
責
任
を
感
じ
て
い
る
」と
語
る
。
め
て
製
品
は
全
て
特
注
品
。
企
画
か
ら

わ
ら
ず
雑
菌
の
繁
殖
を
防
ぎ
、
、衛
生
的

　

祖
父
が
創
業
し
、
２
０
０
１
年
、
経
営

　

稼
働
ま
で
一貫
し
た
プ
ラ
ン
ト
建
設
も

　　　　　　　　　　

．｛－

　　

藁
竪

　

‘

　　　　　　　　　　　

行
い
、
杜
氏
不
足
で
悩
む
酒
造
業
界
へ
′

　
　

　

　　
　　
　
　
　　
　

　

　
　
　

　
　　

　

　

　

　

　　　　

　

【

　　

藤原研稽氏が１９３３年に藤原製作所を岡山市
概 北区に創立し、 醸造機械の製造を始めるｏ

　

９３
要 年に現社名に変更。９５‘年に岡山空港近くに本一 社を移転した。醸造。食品機械、バイオ関連
幾器の詔后十、 製造仕、 据え衣ｒもブなどをラうほか、 岡
山大などとの産学共同研究で飼料の品質を高め
る醍辱蟹の実用イヒなどにも取り糸阻んでいるｏ

　

ｉ資本金

麹
づ
く
り
を
全
自
動
で
行
う
製
麹
機
械

岡^

山
市
北
区
の
フ
ジ
ワ
ラ
テ
ク
ノ
ア
ー
ト
で
）

　

の
貢
献
は
大
き
い
。
１３
年
に
は
吟
醸
酒

　

製
造
に
特
化
し
た
ブ
ラ
ン
ド
「吟
醸
蔵

　

商
品
群
“」
も
始
め
る
な
ど
、
伝
統
の
味

　

を
守
る
取
り
組
み
も
進
め
る
。

　　　

「和
食
」
が
国
連
教
育
ｏ科
学
ｏ文

　

化
機
関
（ユ
ネ
ス
コ
）
の
無
形
文
化
遺

　

産
に
登
録
さ
れ
、
海
外
で
の
日
本
食
人

　

気
が
高
ま
る
な
か
、
世
界
延
べ
二
十
数

。
か
国
に
も
販
路
を
拡
大
。
醸
造
技
術
で

　

培
っ
た
高
度
な
殺
菌
技
術
な
ど
を
活
用

ｙ

　

し
、
中
国
の
漢
方
薬
市
場
な
ど
新
分
野

禾

　

の
開
拓
も
進
め
て
い
る
。
藤
原
社
長
は

、
′』
人
口
減
少
で
、
国
内
市
場
は
右
肩
上

　

が
り
と
は
い
か
な
い
。
醸
造
技
術
を
基

　

に
、
海
外
市
場
や
新
分
野
を
切
り
開
い

　

て
い
き
た
い
」
と
将
来
を
見
据
え
る
。

　　　　　

（岡
山
支
局

‐楢
崎
基
弘
）


